
（2023年9月末現在）

おかげさまで、熊本信用金庫は2023年8月29日に創立100周年を迎えました。



半期情報の開示につきまして

預金・貸出金 等の状況 （半期末残高）

預金は65億円増加（2023年3月末比）し、1,837億円となり、

貸出金は26億円増加（2023年3月末比）し、1,071億円となりました。 （単位：百万円）

2022年9月 2023年3月 2023年9月

預 金 181,176 177,224 183,765

貸 出 金 102,482 104,484 107,140

有 価 証 券 24,134 24,467 23,727

預 け 金 58,191 52,325 56,498

収益の状況

経常収益は、前年同期比で95百万円増加し、2年ぶりの増収となりました。

本業の儲けを示すコア業務純益は、前年同期比で7百万円増加し、3億15百万円となりました。

当期利益は、前年同期比で33百万円減少し、2年ぶりの減益となりました。 （単位：百万円）

2022年9月 2023年3月 2023年9月

（半期） （通期） （半期）

経 常 収 益 1,420 2,834 1,515

業 務 純 益 319 571 305

実 質 業 務 純 益 307 576 305

コ ア 業 務 純 益 307 592 315

コ ア 業 務 純 益
（ 除 く 投 資 信 託 解 約 損 益 ）

307 586 304

経 常 利 益 294 511 248

当 期 純 利 益 214 423 180

（注） 以下に掲載する計数は、仮決算に基づくものであり、監査法人の監査を受けたものではありません。

平素より当金庫をお引き立ていただき、誠にありがとうございます。
2023年度上半期（2023年4月1日～2023年9月30日）の当金庫の業績をお知らせいたしますので、
ご高覧下さいますようお願い申し上げます。
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単体自己資本比率（国内基準）
今仮決算における自己資本額は、内部留保の積み増し等により、87億72百万円となりました。

自己資本比率は国内基準の4.0％を上回る10.42％となっております。 （単位：％、百万円）
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自己資本の算出方法を定めた「信用金庫法第89条第1項において準用する銀行法第14条の2の規定に基づき、信用金庫および信用金庫連合会がそ
の保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示第21号）」が平成25年3月8日
に改正され、平成26年3月31日から改正後の告示が適用されたことから、平成26年3月期からバーゼルⅢ国内基準に基づく開示を行っております。

2022年9月 2023年3月 2023年9月

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

そ の 他 目 的 合 計 23,313 △ 1,510 226 1,736 23,649 △ 1,469 250 1,719 22,911 △ 1,916 353 2,269

株 式 327 125 125 － 356 155 155 － 476 274 274 －

債 券 12,797 △ 264 49 314 13,138 △ 331 52 383 13,022 △ 632 20 652

そ の 他 10,188 △ 1,371 50 1,422 10,153 △ 1,293 42 1,335 9,412 △ 1,558 58 1,616

（注）１．「時価」は期末日における市場価格等に基づいております。

　　　２．なお、満期保有目的の債券、子会社・関連会社株式に係る含み損益は以下のとおりであります。

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

満 期 保 有 目 的 合 計 859 39 39 － 853 36 36 － 843 27 27 －

子 会 社 ・ 関 連 会 社 － － － － － － － － － － － －
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金融再生法ベースの開示債権と保全の状況（単体）

金融再生法上の不良債権額は、2023年3月期に比べ2億円減少し19億54百万円となり、

不良債権比率は1.80％となりました。 （単位：％、百万円）

2022年9月 2023年3月 2023年9月

2,014 2,155 1,954

破産 更生 債権及 びこ れら に準ず る 債権 417 367 385

危 険 債 権 1,596 1,787 1,569

要 管 理 債 権 0 0 0

101,716 103,511 106,188

103,731 105,666 108,143
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貸出金の内訳 （業種別）

（単位：百万円）

業 種 別 区 分

（ 日 本 標 準 産 業 分 類 改 定 後 ） （仮決算償却後） （償却後） （仮決算償却後）

製 造 業

農 業 、 林 業

漁 業

鉱 業 、 採 石 業 、 砂 利 採 取 業

建 設 業

電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業

情 報 通 信 業

運 輸 業 、 郵 便 業

卸 売 業 ・ 小 売 業

金 融 業 、 保 険 業

不 動 産 業

物 品 賃 貸 業

学 術 研 究 、 専 門 ・
技 術 サ ー ビ ス 業

宿 泊 業

飲 食 業

生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 、 娯 楽 業

教 育 、 学 習 支 援 業

医 療 ・ 福 祉

そ の 他 の サ ー ビ ス

小 計

地 方 公 共 団 体

個 人 ( 住 宅 ･ 消 費 ･ 納 税 資 金 等 )

合 計

（注）業種別区分は日本標準産業分類の大分類に準じて記載しております。
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創立100周年の取り組み

当金庫は、2023年8月29日、創立100周年を迎えました。この感謝の思いを皆様に伝え、100周年を盛り上げるために、今年
度は様々な取り組みを行っております。

当金庫は、熊本の三大事業であった「上水道の整備」「歩兵二十三連隊の移転」「市電の開通」の実現のための預金吸収機関とし

て誕生した経緯もあり、市電とは歴史的にも関係が深いため、今回、100周年を記念して、ラッピング電車を1年間運行させることと
なりました。4月12日（水）の出発式当日はテープカットが実施され、運行を開始しました。

当金庫本店ビルの「くまモン」は、創立90周年を記念する特別企画として誕生以来、10年にわたって地元熊本を見守ってまいりま
したが、今回、創立100周年を記念して、より明るく行動的なデザインに変更しました。

（出発式の様子）左から井星熊本信用金庫理事長、品川熊本信用金庫会長、古庄熊本市交通局事業管理者。車体はあざやか

な青と黄色のツートンカラーとなっております。

旧くまモン 新くまモン（途中） 新くまモン（完成後） ラッピング電車とのコラボ

創立記念日である8月29日、当金庫初のオリジナルキャラクターとなる「バーリー＆モーリー」が誕生しました。当日は、井星理事
長より辞令が交付され、「ふれあいアンバサダー」に任命されました。

辞令交付の様子

その他にも、「職員による100周年記念ピンバッジの着用」、「ビジネスサポートプラザのショーウインドウデザインの変更」、「100
周年記念定期預金の取り扱い開始」、「普通預金通帳、定期預金証書、定期積金証書、キャッシュカード、ローンカードのデザイ

ン変更」、「創立100周年感謝の集いの開催」などを行った他、今年度中に熊本市への福祉車両の寄付を予定しております。

研修を受けるモーリー（左）

とバーリー（右）

記念ピンバッジ モーリーデザインのキャッシュカード バーリーデザインのローンカード
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